
   成 年 後 見 制 度 に 係 る 伊 丹 市 長 に よ る 審 判 請 求 手 続 等 に 関  

す る 要 綱  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 老 人 福 祉 法 （ 昭 和 ３ ８ 年 法 律 第 １ ３ ３ 号 ） 第  

 ３ ２ 条 ， 知 的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 ３ ５ 年 法 律 第 ３ ７ 号 ） 第 ２ ８ 条  

 及 び 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律  

第 １ ２ ３ 号 ） 第 ５ １ 条 の １ １ の ２ に 規 定 に 基 づ き ， 後 見 開 始 の 審  

判 ， 保 佐 開 始 の 審 判 又 は 補 助 開 始 の 審 判 の 請 求 （ 以 下 「 審 判 請 求 」  

と い う 。 ） を 市 長 が 行 う 場 合 の 手 続 等 に つ い て ， 必 要 な 事 項 を 定  

め る も の と す る 。   

 （ 審 判 請 求 の 対 象 者 ）  

第 ２ 条  市 長 が 行 う 審 判 請 求 の 対 象 者 （ 以 下 「 対 象 者 」 と い う 。 ）  

は ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し ， 後 見 ， 保 佐 又 は 補 助 を 必 要 と  

す る と 認 め ら れ る も の の う ち ， 配 偶 者 又 は ２ 親 等 以 内 の 親 族 （ 以  

下 「 配 偶 者 等 」 と い う 。 ） に よ る 審 判 請 求 の 申 立 て の 見 込 み の な  

い も の と す る 。 た だ し ， ３ 親 等 又 は ４ 親 等 の 親 族 に よ り 審 判 請 求  

が 行 わ れ る こ と が 明 ら か で あ る と き は ， 市 長 に よ る 審 判 請 求 は 行  

わ な い 。  

⑴  本 市 に 住 所 を 有 す る 者 （ 次 項 に 規 定 す る 者 を 除 く 。 ） で 次 の  

い ず れ か に 該 当 す る 者  

  ア  認 知 症 ， 知 的 障 害 又 は 精 神 障 害 等 に よ り 判 断 能 力 が 不 十 分  

で あ る た め ， 日 常 生 活 を 営 む こ と に 支 障 が あ る 者  

  イ  認 知 症 ， 知 的 障 害 又 は 精 神 障 害 等 に よ り 判 断 能 力 が 不 十 分  

で あ り ， か つ ， 家 族 等 に 虐 待 を 受 け て い る 者  

 ⑵  介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 ） 第 １ ３ 条 第 １ 項 に 規  

定 す る 住 所 地 特 例 対 象 施 設 に 入 所 し て い る 者 （ 以 下 「 住 所 地 特  

例 対 象 施 設 入 居 者 」 と い う 。 ） で 同 法 同 条 同 項 又 は 第 ２ 項 の 規  

定 に よ り 本 市 の 介 護 保 険 の 被 保 険 者 で あ る 者 （ 以 下 「 本 市 の 介  

護 保 険 の 被 保 険 者 」 と い う 。 ） で あ っ て ， 前 号 ア 又 は イ の い ず  

れ か に 該 当 す る 者  



⑶  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法  

 律 （ 平 成 １ ７ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 ） 第 １ ９ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特  

例 施 設 に 入 所 し て い る 者 （ 以 下 「 特 例 施 設 入 所 者 」 と い う 。 ）  

で 同 法 同 条 同 項 又 は 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 本 市 の 介 護 給 付 費 等 の  

支 給 決 定 を 受 け て い る 者 （ 以 下 「 本 市 の 介 護 給 付 費 等 の 支 給 決  

定 を 受 け て い る 者 」 と い う 。 ） で あ っ て 第 １ 号 ア 又 は イ の い ず  

れ か に 該 当 す る 者  

２  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に つ い て は 対 象 者 と し な い 。  

 た だ し ， 関 係 市 町 村 と 協 議 の 上 ， 市 長 が や む を 得 な い と 認 め る と  

き で あ っ て ， 前 項 第 １ 号 ア 又 は イ の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 対  

象 者 と す る こ と が で き る 。  

⑴  市 内 の 住 所 地 特 例 対 象 施 設 入 所 者 で 本 市 の 介 護 保 険 の 被 保 険  

者 で な い 者  

⑵  市 内 の 特 例 施 設 入 所 者 の う ち ， 本 市 の 介 護 給 付 等 の 支 給 決 定  

を 受 け て い る 者 で な い 者  

（ 調 査 ）  

第 ３ 条  市 長 は ， 対 象 者 に 該 当 す る と 思 わ れ る 者 が あ る と き は ， 本  

人 又 は そ の 配 偶 者 若 し く は 親 族 へ の 面 接 等 に よ り ， 本 人 の 判 断 能  

力 や 生 活 状 況 ， 配 偶 者 等 の 有 無 ， 虐 待 の 有 無 ， 財 産 争 議 の 有 無 な  

ど を 調 査 す る も の と す る 。  

 （ 配 偶 者 等 へ の 審 判 請 求 の 説 明 ）  

第 ４ 条  市 長 は ， 前 条 の 調 査 に よ り 審 判 請 求 の 必 要 が あ る と 認 め る  

場 合 に お い て ， 対 象 者 に 配 偶 者 等 が あ る と き は ， そ れ ら の 者 に 審  

判 請 求 の 必 要 性 を 説 明 し ， 審 判 請 求 を 促 す も の と す る 。  

 （ 市 長 の 申 立 て ）  

第 ５ 条  市 長 は ， 第 ３ 条 の 調 査 に よ り 対 象 者 に 該 当 す る と 認 め る 者  

が あ る と き は ， そ の 者 に つ い て 審 判 請 求 を 行 う も の と す る 。  

（ 費 用 負 担 ）  

第 ６ 条  市 長 は ， 家 事 事 件 手 続 法 （ 平 成 ２ ３ 年 法 律 第 ５ ２ 号 ） 第 ２  

８ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り ， 審 判 の 請 求 に 係 る 費 用 を 負 担 す る も の  



と す る 。  

２  市 長 は ， 前 項 の 規 定 に よ り 市 長 が 負 担 し た 費 用 に 関 し ， 本 人 又  

は 関 係 人 が 当 該 費 用 を 負 担 す べ き 特 別 の 事 情 が あ る と 判 断 し た と  

き は ， 家 事 事 件 手 続 法 第 ２ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 促 す 申  

立 て を 家 庭 裁 判 所 に 対 し 行 う も の と す る 。 た だ し ， 本 人 が 次 の 各  

号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で あ る と き は ， こ の 限 り で な い 。  

 ⑴  生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） 第 ６ 条 第 １ 項 に 規  

定 す る 被 保 護 者  

⑵  前 号 の 者 に 準 ず る と 市 長 が 認 め る 者  

 付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ １ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


